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二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
の
「
菅
野
圭
介
展 —

 

色
彩
は
夢
を
見
よ —

」
の
四
館
巡
回
展
に
よ
っ
て
、

梅
野
隆
さ
ん
の
菅
野
顕
彰
の
宿
願
が
成
就
し
た
。
横
須
賀
美
術
館
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
一
宮
（
三
岸
節
子
記

念
美
術
館
）
に
も
、四
国
の
松
山
（
ミ
ウ
ラ
ー
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
三
浦
美
術
館
）
に
も
梅
野
さ
ん
は
足
を
運
ん
だ
。

そ
の
疲
れ
か
ら
か
、肝
心
の
梅
野
記
念
絵
画
館
で
の
オ
ー
プ
ン
の
前
々
日
に
骨
折
入
院
。
閉
幕
の
前
々
日
に
退
院
、

展
覧
会
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
た
が
、程
な
く
今
度
は
脳
梗
塞
で
入
院
。
闘
病
叶
わ
ず
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　

そ
の
菅
野
展
の
ポ
ス
タ
ー
に
使
わ
れ
た
の
は
、《
哲
学
の
橋
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
）》、《
蔵
王
雪
山
》、《
白
都
リ
オ
》

の
三
点
。
中
か
ら
一
点
と
な
る
と
や
は
り
《
哲
学
の
橋
》
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
三
年
、菅
野
全
盛
期
の
作
で
あ
り
、

一
九
九
五
年
に
平
塚
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
匂
い
た
つ
色
彩
の
詩 —

 

菅
野
圭
介
展
」
で
も
ポ
ス
タ
ー
に
使

わ
れ
た
逸
品
で
あ
る
。

佐
藤 

修
（
長
野
県
東
御
市
）

菅野圭介 《哲学の橋 （ハイデルベルク）》

油彩 ・ キャンバス　60.4 × 72.6cm　1953 年　梅野コレクション

特
別
出
品

菅野圭介（すがの・けいすけ／ 1909-1963 年）

東京生れ。京都帝国大学文学部中退。1935 〜
37 年欧州巡遊。フランドランに師事。38 年独
立美術協会賞。41 年日動画廊で個展。43 年独
立美術協会会員。52 年渡米、ブラジルを経て
欧州へ、同年帰国。東京で没。53 歳。

菅
野
圭
介
《
哲
学
の
橋
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
）》
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私
の
い
た
会
社
で
は
、
役
員
に
な
る
場
合
、
一
旦
従
業
員
身
分
が
解
か
れ
た
。
つ
ま
り
退
職
で
あ
る
。
よ
っ
て
退

職
金
が
出
る
。
私
も
五
六
歳
で
戴
い
た
。
そ
の
時
、絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
中
村
忠
二
の
《
花
と
虫
と
ピ
エ
ロ
と
》（
昭

和
五
一
年
東
京
新
聞
出
版
局
刊
）
の
全
原
画
を
買
わ
な
い
か
、
と
の
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
全
く
た
ま
た
ま
の
こ
と

だ
が
金
は
あ
る
。
か
く
し
て
私
の
忠
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た
。

　

中
村
忠
二
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
梅
野
隆
さ
ん
だ
。
そ
の
梅
野
さ
ん
の
推
奨
の
逸
品
が
こ
れ
《
夜

の
沼
》。

佐
藤 

修
（
長
野
県
東
御
市
）

中
村
忠
二
《
夜
の
沼
》

特
別
出
品

中村忠二（なかむら・ちゅうじ／1898-1975年）

兵庫県生れ。1918 年上京。日本美術学校入学。
28 年詩集『願望』を出版。白日会展、光風会
展、国画会展に入選。36 年文展鑑査展に入選。
51 年日本水彩連盟会員。58 年よりモノタイプ
で虫や花の作品を制作。75 年没。77 歳。

中村忠二 《夜の沼》

モノタイプ ・ 紙　26.0 × 60.0cm　1967 年　梅野コレクション／梅野記念絵画館寄託
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そ
れ
は
秋
の
陽
光
の
眩
し
い
あ
る
骨
董
市
で
の
話
で
あ
っ
た
。

　

向
こ
う
側
の
一
劃
の
主
人
が
私
に
手
を
振
っ
て
こ
ち
ら
に
来
い
と
言
う
。
何
事
か
と
近
づ
く
と
、
彼
は
鞄
か
ら
一

枚
の
絵
を
取
り
出
し
て
「
今
日
貴
方
が
来
る
と
思
っ
て
取
っ
て
お
い
た
…
…
」
と
見
せ
ら
れ
た
の
が
こ
の
《
一
座
の

花
形
》
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
大
正
初
期
の
夢
二
版
画
の
代
表
作
で
あ
る
。
私
は
思
わ
ず
息
を
呑
む
思
い
で

し
ば
し
見
入
っ
た
。

　

夢
二
は
大
正
三
年
、
日
本
橋
の
そ
ば
の
呉
服
町
で
、
別
れ
た
妻
の
た
ま
き
の
た
め
港
屋
と
い
う
店
を
開
き
、
版
画
・

封
筒
等
を
扱
っ
た
。
後
の
恋
人
彦
乃
も
そ
の
店
に
よ
く
通
っ
て
来
た
と
い
う
。
今
手
に
し
て
い
る
版
画
は
右
下
に
港

屋
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
年
後
に
は
店
は
閉
じ
ら
れ
、
港
屋
の
版
画
の
版
木
等
は

一
括
し
て
大
阪
の
柳
屋
に
売
却
さ
れ
た
と
い
う
。
だ
が
小
生
に
関
す
る
限
り
、
今
ま
で
こ
の
版
画
の
「
柳
屋
版
」
を

見
た
こ
と
が
な
い
。
速
断
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
版
画
に
つ
い
て
は
初
刷
り
に
該
当
す
る
港
屋
版
し
か
実
在
し
な
い

の
で
は
な
い
か
…
…
と
思
っ
た
り
、
そ
し
て
ど
な
た
か
こ
の
辺
の
事
を
教
え
て
頂
け
た
ら
と
願
っ
た
り
す
る
。

岩
本 

昭
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

竹久夢二 《一座の花形》

木版画 ・ 紙　20.3 × 18.1cm　1914 年

特
別
出
品

竹久夢二（たけひさ・ゆめじ／ 1884-1934 年）

岡山県生れ。早稲田実業学校卒。新聞雑誌のコマ
絵、装幀、挿画、図案も手掛けた。1909 年画集『夢
二画集　春の巻』を刊行。12 年夢二作品展覧会
開催。美人画が一世を風靡する。31年渡米、渡欧。
信州で没。49 歳。各地に夢二美術館がある。

竹
久
夢
二
《
一
座
の
花
形
》
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こ
の
作
品
は
一
九
五
七
年
の
四
月
九
日
か
ら
一
四
日
ま
で
、
日
本
橋
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
髙
山
辰
雄
主
宰
の
第

一
六
回
一
采
社
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
正
義
は
一
九
五
二
年
の
暮
れ
に
再
発
し
た
肺
結
核
の
病
状
が
悪
化

し
、そ
の
後
四
年
の
間
に
二
度
に
わ
た
る
胸
郭
整
形
手
術
の
末
に
、左
右
八
本
の
肋
骨
を
失
い
な
が
ら
病
を
克
服
し
て
、

こ
の
年
、
一
采
社
（
四
月
）
に
《
建
築
中
の
家
》
を
、
日
展
（
一
一
月
）
に
《
赤
い
舞
妓
》
を
出
品
、
四
年
振
り
に

画
壇
復
活
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
展
覧
会
出
品
の
《
建
築
中
の
家
》
の
諸
評
は
冷
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
作
品
と
の
出
会
い
は
二
〇
〇
六
年
六
月
の
あ
る
日
、
日
本
橋
に
あ
っ
た
某
画
廊
を
訪
れ
た
折
に
、
画
廊
の
主

人
に
中
村
正
義
の
風
景
画
が
あ
る
が
見
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
の
が
直
接
の
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
っ
た
。
当
初
正
義
の

風
景
画
と
聞
い
て
日
展
時
代
の
セ
ピ
ア
色
の
林
や
山
の
風
景
が
頭
に
浮
か
び
気
乗
り
薄
で
あ
っ
た
が
、
主
人
が
そ
ん

な
も
の
で
は
な
い
よ
と
言
っ
て
出
さ
れ
た
の
が
、
風
景
画
で
は
異
色
と
も
い
え
る
こ
の
《
建
築
中
の
家
》
で
あ
っ
た
。

　

仔
細
に
絵
を
見
て
い
る
う
ち
に
私
の
心
の
内
底
か
ら
感
動
が
湧
き
あ
が
る
の
が
感
じ
ら
れ
た
。
木
の
香
が
匂
う
よ

う
な
木
組
み
と
、
さ
わ
や
か
な
風
の
流
れ
が
眼
前
に
あ
っ
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
明
日
へ
の
期
待
も
重
ね
ら
れ
て
い
る

か
に
も
見
え
た
。
購
入
を
約
し
て
の
帰
り
途
、
足
は
軽
や
か
で
一
日
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
い
た
。
後
で
判
っ
た
こ

と
で
あ
る
が
、
あ
や
夫
人
が
正
義
と
出
会
い
結
婚
し
て
、
名
古
屋
に
新
居
を
構
え
た
新
婚
時
代
の
絵
で
、
正
義
が
遺

族
に
託
し
た
こ
の
作
品
へ
の
遺
言
を
果
た
す
べ
く
、
美
術
館
主
催
の
展
覧
会
図
録
で
も
連
絡
協
力
を
呼
び
掛
け
る
な

ど
、
五
〇
年
も
探
し
続
け
て
い
た
作
品
で
あ
っ
た
。

丸
山
治
郎
（
東
京
都
中
野
区
）

中村正義 《建築中の家》

岩彩 ・ 和紙　39.3 × 102.5cm　1957 年

招
待
出
品

中村正義（なかむら・まさよし／1924-1977年）

豊橋市生れ。戦後の荒廃した日展に彗星のよう
に登場し、一度の落選もなく出品回数 10 回で
特選 2 回、遂に審査員に上り詰め、若輩で日展
会員となる。日展を離脱。日本画改革の先頭に
立ち、因習と戦い憤死する。52 歳。

中
村
正
義
《
建
築
中
の
家
》

美
術
の
既
存
の
体
制
に
抗
し
て
、
時
代
と
刺
し
違
え
た
画
家
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星野眞吾 《昇 （鳥の子紙による作品）》

着彩、 箔 ・ 紙　53.0 × 33.3cm　1966 年

星野眞吾（ほしの・しんご／ 1923-1997 年）

豊川市生れ。日本画家。中村正義と中学時代に出
会い生涯の盟友となる。卓抜した技法の持ち主で、
その質感と対象への肉薄は他の追随を許さない。
三上誠とパンリアル美術協会を興し絵画の革新を
目指す。星野眞吾賞創設。1997 年没。74 歳。

　

こ
の
絵
は
ブ
ラ
リ
と
立
ち
寄
っ
た
湯
島
の
羽
黒
洞
で
求
め
た
。
そ
の
日
は
羽
黒
洞
で
は
在
庫
整
理
を
行
っ
て
い
た
。

店
主
の
木
村
東
介
氏
の
隣
に
座
っ
て
眺
め
て
い
る
と
、
番
頭
さ
ん
が
次
々
に
倉
庫
か
ら
取
り
出
し
て
き
た
作
品
を
、

東
介
氏
が
一
瞥
し
て
右
・
左
と
、
指
示
を
出
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
こ
の
作
品
が
運
び
込
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
私

は
咄
嗟
に
こ
の
絵
は
誰
の
作
で
す
か
と
東
介
氏
に
尋
ね
、
欲
し
い
と
い
う
と
左
に
よ
け
て
く
れ
た
。
全
体
の
渋
い
佇

ま
い
と
、円
（
太
陽
）
の
在
り
よ
う
、作
風
が
気
に
入
っ
た
。
絵
の
画
面
の
下
部
に
は
鳥
の
子
紙
が
貼
り
つ
け
て
あ
っ
た
。

上
部
の
朱
の
下
地
か
ら
浮
か
ぶ
円
形
は
太
陽
と
コ
ロ
ナ
で
あ
ろ
う
。
下
部
の
鳥
の
子
紙
が
、
波
に
も
、
す
す
き
に
も
、

虫
た
ち
が
遊
ぶ
草
原
に
も
見
え
た
。
そ
こ
に
壮
大
な
ロ
マ
ン
が
あ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
経
っ
て
、
額
装
を
変
え
て
も
ら
い
に
羽
黒
洞
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
作
者
の
星
野
眞
吾
氏
が
偶
然
に
見
え

て
い
て
、
こ
れ
幸
い
と
購
入
後
に
こ
の
絵
に
つ
い
て
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
い
く
つ
か
を
お
尋
ね
し
て
み
た
。
無

か
っ
た
画
題
も
そ
の
時
に
シ
ー
ル
に
記
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
絵
の
表
面
が
輝
い
て

見
え
、
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
す
る
と
、
従
来
の
日
本
画
に
お
け
る
箔
の
利
用
の
仕
方
を
変
え
る
べ

く
模
索
と
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
た
当
時
の
実
験
的
な
作
品
で
、
下
地
に
箔
を
使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
心
象
円
」
の
シ
リ
ー
ズ
が
終
わ
っ
て
「
人
拓
」
に
入
る
直
前
の
作
品
と
判
っ
た
。
そ
の
時
に
「
人
拓
」
の
シ
リ
ー
ズ

作
品
に
新
た
に
取
り
組
む
経
緯
を
お
聞
き
し
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

丸
山
治
郎
（
東
京
都
中
野
区
）

招
待
出
品星

野
眞
吾
《
昇
（
鳥
の
子
紙
に
よ
る
作
品
）》

自
ら
の
画
業
で
得
た
収
入
二
億
円
を
、
新
進
の
画
家
に
託
し
た
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山下菊二 《両鳥》

油彩 ・ キャンバス　33.4 × 24.3cm　1977 年

山下菊二（やました・きくじ／ 1919-1986 年）

徳島県生れ。洋画家。上京、福澤一郎の絵画に
惹かれ本郷動坂の福澤絵画研究所に入所、美術
文化協会に移る。召集で中国戦線に派兵。その
記憶が心に深く刻まれる。加害者として反戦に
拘った。1986 年没。67 歳。

　

画
題
の《
両
鳥
》と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
眼
が
い
く
つ
も
描
か
れ
て
い
る
。
前
面
の
下
部
の
手
に
持
っ

て
い
る
物
は
な
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
中
に
も
二
つ
の
目
を
持
つ
生
物
が
い
る
。
画
面
に
複
数
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
事
実

の
よ
う
で
あ
る
。
題
名
は
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
下
部
の
手
は
豊
満
な
乳
房
の
女
性
の
手
で
は
な
い
。
背
後

に
い
る
何
者
か
の
手
で
あ
る
。
豊
満
な
乳
房
の
女
性
の
頭
部
は
鳥
か
。
そ
の
女
性
の
腹
部
は
朱
で
大
き
く
孕
ん
で
い
る
。
と

す
る
と
背
後
の
人
が
手
に
持
っ
て
い
る
の
は
、
子
宮
と
胎
児
か
。
そ
の
後
ろ
の
暗
部
に
潜
む
鋭
い
目
を
も
つ
半
顔
は
男
性
の

よ
う
で
あ
る
。
心
象
を
シ
ュ
ー
ル
の
技
法
で
表
現
す
る
山
下
の
絵
の
、
画
面
の
細
部
を
検
証
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。

　

山
下
は
鳥
好
き
で
あ
っ
た
。
奥
さ
ん
を
迎
え
る
条
件
に
も
鳥
好
き
な
女
性
と
、
わ
ざ
わ
ざ
指
定
し
て
い
た
。
晩
年
自
宅
に

は
複
数
の
フ
ク
ロ
ウ
を
放
し
飼
い
に
し
て
可
愛
が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
フ
ク
ロ
ウ
を
家
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
奥
様
の
昌
子

夫
人
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
絵
と
出
会
っ
た
と
き
、
バ
ッ
ク
の
暗
い
色
調
か
ら
浮
か
ぶ
華
や
か
な
色
彩
と
、
肉
感
を
前
面
に
出
し
た
画
面
に
、
私

は
静
謐
と
、
ぬ
く
も
り
と
、
柔
和
さ
を
感
じ
と
っ
て
い
て
、
同
時
に
山
下
の
身
辺
と
、
そ
の
希
求
、
そ
の
心
の
中
を
垣
間
見

た
思
い
も
重
な
っ
て
い
た
。
小
品
で
あ
る
が
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
の
作
品
で
、
わ
た
し
に
は
愛
着
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
の
制
作
年
の
一
九
七
七
年
に
は
盟
友
で
あ
っ
た
中
村
正
義
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
も
重
な
る
の
か
（
こ
の
作
品
は

正
義
没
後
の
「
第
六
回
雷
展
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヤ
エ
ス
、
一
九
七
七
年
七
月
四
日 —

一
六
日
出
品
作
）。

　

山
下
の
画
題
の
難
解
さ
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
中
村
正
義
と
共
に
買
い
揃
え
た
『
大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
刊
、

全
一
五
巻
（
当
時
は
一
三
巻
）
を
利
用
し
た
二
人
の
漢
字
遊
び
に
起
因
し
て
い
る
。

丸
山
治
郎
（
東
京
都
中
野
区
）

招
待
出
品山

下
菊
二
《
両
鳥
》

戦
争
の
傷
痕
を
内
に
秘
め
、
終
生
権
力
と
対
決
し
た
稀
有
の
画
家
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肖
像
画
の
素
晴
ら
し
さ
に
思
わ
ず
釘
付
け
と
な
り
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
私
に
と
っ
て
「
御
園
繁
」
の

名
前
は
初
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
技
術
を
持
っ
た
画
家
で
あ
れ
ば
必
ず
や
調
査
段
階
で
突
き
止
め
ら
れ
る
と
の

思
い
が
わ
い
て
き
た
。
絵
の
状
況
か
ら
明
治
中
頃
あ
た
り
と
大
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
て
当
時
の
資
料
を
調
べ
る
事
に

し
た
。
案
の
定
、
資
料
を
調
べ
る
と
直
ぐ
に
五
姓
田
一
門
に
関
す
る
項
に
該
当
名
が
あ
り
、
明
治
一
四
年
の
第
二
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
《
清
楽
合
奏
団
図
》
を
出
品
し
褒
賞
を
受
け
て
い
た
。
他
に
も
共
進
会
や
明
治
美
術
会
員
と
し

て
勧
業
博
覧
会
な
ど
に
出
品
し
て
い
た
事
実
も
判
明
し
た
。
ま
た
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で

開
催
中
の
「
五
姓
田
の
す
べ
て
」
展
に
二
世
五
姓
田
芳
柳
に
よ
る
《
御
園
繁
像
》（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、他
に
も
石
版
画
を
御
園
他
が
担
当
し
た
《
忠
臣
義
士
》
も
展
示
さ
れ
る
な
ど
略
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
未
だ
に
生
没
年
な
ど
不
明
な
点
は
残
る
。

　

肖
像
画
は
入
手
時
、《
伝
副
島
種
臣
像
》
と
い
う
こ
と
で
買
い
求
め
た
。
副
島
種
臣
と
仮
定
す
る
と
、政
治
家
（
一
八
二
八

年
〜
一
九
〇
五
年
）、
佐
賀
藩
出
身
、
外
務
卿
と
あ
る
。
副
島
は
七
七
歳
で
没
し
て
お
り
、
晩
年
の
写
真
や
手
元
の
肖
像

画
か
ら
推
測
し
て
、
仮
に
五
〇
歳
と
す
る
と
一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
年
）
頃
の
制
作
で
は
な
い
か
と
一
人
思
い
を
馳
せ

て
い
る
。
因
み
に
肖
像
画
は
正
面
か
ら
で
は
な
く
斜
め
四
五
度
程
度
の
方
向
を
向
い
た
姿
勢
で
、
対
象
に
陰
影
を
持
た
せ

見
る
側
に
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
構
図
で
あ
り
、
か
つ
、
副
島
の
凛
と
し
た
内
面
を
描
こ
う
と
試
み
た
節
が
あ
る
。

　

一
方
、
私
の
拙
い
調
査
で
も
、
国
公
立
、
私
立
の
美
術
館
、
博
物
館
な
ど
で
御
園
繁
の
肉
筆
画
を
所
蔵
し
て
い
る

先
は
見
当
た
ら
な
い
。
現
在
確
認
で
き
る
肉
筆
画
は
唯
一
手
元
の
肖
像
画
一
点
の
み
で
あ
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

■ 
御
園　

繁
《
伝
副
島
種
臣
像
》

不
詳
画
家
の
唯
一
確
認
さ
れ
た
肉
筆
肖
像
画

御園　繁（みその・しげる／生没年不詳）

1877 年頃、石版画の制作を始める。79 年渡辺
文三郎らと旅行。明治美術会員。81 年第 2 回内
国勧業博覧会で褒賞。87 年東京府主催工芸品共
進会に出品。90年第3回内国勧業博覧会に出品。
陸軍助教師。1903 年振武学校図画教員。

御園　繁 《伝副島種臣像》

油彩 ・ キャンバス　81.7 × 63.7cm　1878 年頃
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須
田
国
太
郎
作
と
あ
る
一
枚
の
静
物
画
に
た
だ
な
ら
ぬ
興
奮
を
覚
え
た
。
須
田
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、
一
目
瞭
然
に
須
田

の
作
品
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
画
風
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
念
の
た
め
関
連
資
料
で
画
風
や
サ
イ
ン
な
ど
特
徴
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
が
、
共
通
点
は
ど
こ
に
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

私
に
は
過
去
に
須
田
某
作
品
と
の
出
合
い
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
絵
は
私
の
前
を
疾
風
の
ご
と
く
通
過
し
て
い
っ
た
。
そ

れ
こ
そ
が
須
田
輝
洲
作
品
と
の
最
初
の
出
合
い
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
画
風
に
つ
い
て
し
っ
か
り
記
憶
し
た
こ
と
が
、
今

回
の
出
合
い
に
役
立
っ
た
。
私
の
極
め
は
、
作
風
、
サ
イ
ン
、
古
さ
な
ど
か
ら
判
断
し
て
間
違
い
な
く
輝
洲
の
作
品
で
あ

る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
輝
洲
に
つ
い
て
は
、
生
没
年
な
ど
不
明
な
点
が
多
く
、
正
に
幻
の
画
家
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
作
品
の
主
な
収
蔵
先
は
、
私
の
知
る
限
り
山
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
徳
川
記
念
財
団
の
み
で
あ
る
。

　

私
は
輝
洲
に
関
し
て
、
二
つ
の
点
に
注
目
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
山
岡
孫
吉
が
何
故
に
輝
洲
作
品
を
収
集
対
象
に
し

た
の
か
？　

二
つ
目
は
、「
明
治
美
術
会
第
五
回
展
の
時
に
輝
洲
の
絵
が
、
何
故
他
の
有
名
な
画
家
を
差
し
置
い
て
林
忠

正
出
品
の
シ
ス
レ
ー
や
ク
ー
ル
ベ
、
コ
ロ
ー
、
ブ
ー
ダ
ン
な
ど
と
同
じ
会
場
に
飾
ら
れ
て
い
た
の
か
？　

何
れ
に
せ
よ
謎

が
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
作
品
に
つ
い
て
、
仔
細
に
観
察
す
る
と
そ
の
描
写
力
は
胡
瓜
を
例
に
と
っ
て
も
、
と
げ
や
花
柄
を
取
り
た
て

と
見
紛
う
ば
か
り
に
描
き
切
り
そ
の
技
量
は
秀
逸
で
あ
る
。
ま
た
、
陰
影
の
表
現
も
全
体
に
自
然
で
静
謐
感
の
演
出
に
効

果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
画
面
全
体
の
配
色
の
ト
ー
ン
も
枇
杷
の
実
と
胡
瓜
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
色
の

組
み
合
わ
せ
が
絶
妙
で
あ
る
。
余
談
で
あ
る
が
石
川
寅
治
の
太
平
洋
画
会
第
五
回
出
品
作
《
静
物
（
び
わ
）》
な
ど
と
比

較
し
て
も
遜
色
が
な
い
傑
作
と
思
っ
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
征  （
千
葉
県
船
橋
市
）

■ 
須
田
輝
洲
《
静
物
（
枇
杷
と
キ
ャ
ベ
ツ
）》

山
岡
孫
吉
も
収
集
し
た
幻
の
画
家
の
手
に
な
る
静
物
画

須田輝洲（すだ・きしゅう／生没年不詳）

1893 年明治美術会第 5 回展に出品。97 年入
場料有料で「百美人油絵展」を丹羽林平と開催

（東両国江東館）。98 年明治美術会創立十周年
記念展に出品。作品所蔵先：山岡コレクション、
徳川記念財団。師、生没年不詳。

須田輝洲 《静物 （枇杷とキャベツ）》

油彩 ・ キャンバス　35.0 × 46.0cm　1898 年頃
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き
っ
か
け
は
、
平
成
八
年
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
白
馬
会　

明
治
洋
画
の
新
風
」
展
で
山
本
森
之

助
作
品
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
展
示
さ
れ
て
い
た
の
は
、《
首
里
の
夕
月
》
と
《
落
葉
》
の
二

点
で
あ
る
。
と
く
に
《
首
里
の
夕
月
》
は
生
理
的
に
強
く
迫
っ
て
き
て
、忘
れ
ら
れ
な
い
作
品
で
あ
る
。
私
は
そ
の
場
で
、

い
つ
の
日
か
機
会
が
あ
れ
ば
森
之
助
の
作
品
を
手
元
に
お
い
て
楽
し
ん
で
み
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
日
は
中
々
巡
っ
て
来
な
い
ま
ま
一
〇
年
以
上
も
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
私
に
も
待
ち
焦
が
れ
た
機
会
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
突
然
、
目
の
前
に
作
者
不
詳
な
が
ら
森
之

助
作
と
思
わ
れ
る
作
品
が
現
れ
た
。
私
は
即
座
に
色
使
い
と
現
場
制
作
主
義
の
臨
場
感
を
動
物
的
な
感
覚
で
感
じ
取
り
、

こ
の
雰
囲
気
は
森
之
助
独
特
の
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
た
。
急
ぎ
手
元
の
資
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
幾
多
の
紆
余
曲
折

を
経
て
、
遂
に
大
正
六
年
の
第
五
回
光
風
会
展
出
品
作
七
点
の
中
の
一
点
、《
湖
畔
の
夕
》
と
同
じ
時
期
に
描
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
《
中
禅
寺
湖
の
暮
雪
》
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
資
料
に
よ
る
と
こ
の
年
、
森
之
助
は
日
光
中
禅
寺
湖
に

写
生
旅
行
を
し
て
お
り
、
中
禅
寺
湖
対
岸
の
松
ヶ
崎
か
大
日
崎
周
辺
か
ら
男
体
山
を
描
い
た
と
推
測
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
肝
心
の
絵
の
構
図
は
、
近
景
中
央
か
ら
左
寄
り
に
大
き
な
二
本
の
樹
木
や
船
乗
り
場
を
配
置
し
、
そ
の
奥
に
山

を
大
き
く
描
き
、
湖
面
に
は
同
じ
大
き
さ
の
山
の
影
が
映
っ
て
い
る
。
対
岸
に
点
在
す
る
人
家
に
灯
り
が
点
り
始
め
、
微
か

に
湖
面
に
映
っ
て
い
る
夕
景
を
見
事
に
描
写
し
た
傑
作
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
絵
の
特
徴
は
、
近
景
に
大
き
な
樹
木
を
配
置

し
、
そ
の
奥
に
広
が
る
風
景
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
資
料
に
よ
る
と
、
森
之
助
は
こ
の
種
の
構
図
を
好
ん
で
描
い
て
い
た
よ

う
だ
。
私
は
画
家
が
鑑
賞
者
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
為
に
、
意
図
し
て
描
い
た
逸
品
と
受
け
止
め
て
い
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

■ 
山
本
森
之
助
《
中
禅
寺
湖
の
暮
雪
》

現
場
制
作
主
義
を
貫
い
た
画
家
の
目
線

山本森之助（やまもと・もりのすけ／ 1877-1928 年）

長崎市生れ。東京美術学校西洋画選科卒。白馬
会賞。白馬会員。第１回から第 3 回までの文展
で連続して三等賞、三等賞、二等賞を受賞。文
展審査員。1912 年中沢弘光らと光風会を設立
した。渡欧。東京で没。51 歳。

山本森之助 《中禅寺湖の暮雪》

油彩 ・ キャンバス　61.0 × 80.3cm　1917 年頃
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画
家
の
愛
情
が
投
影
さ
れ
た
チ
ン
（
犬
）
の
絵
に
心
が
動
い
た
。
見
た
と
こ
ろ
頭
が
幅
広
く
て
丸
く
、
鼻
が
短
く
し
ゃ

く
れ
て
目
は
大
き
い
特
徴
を
卓
抜
し
た
描
写
力
で
と
ら
え
た
逸
品
で
あ
る
。
作
者
は
「
伸
一
郎
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
画

面
を
確
認
す
る
と
私
に
は
「
伸
一
写
」
と
読
め
た
。
咄
嗟
に
私
の
記
憶
の
中
に
一
人
の
画
家
の
名
前
（
水
木
伸
一
）
が
浮

か
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
水
木
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に
何
度
か
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
の
、
全
て
水
彩
画

で
あ
っ
た
。
目
の
前
の
犬
の
絵
は
油
彩
画
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
画
風
の
確
認
は
難
し
い
。
一
方
で
作
者
が
誰
で
あ
れ
、

こ
の
絵
は
少
な
く
と
も
レ
ベ
ル
の
高
い
者
が
描
い
た
と
私
に
は
思
わ
れ
た
。
ま
ず
は
購
入
し
て
調
べ
て
み
る
価
値
が
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

調
査
を
開
始
す
る
と
、
伸
一
は
サ
イ
ン
を
数
種
類
書
き
分
け
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
と
江

津
市
の
今
井
美
術
館
で
、平
成
八
年
に
「
水
木
伸
一
の
世
界
」
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
早
速
に
美
術
館
に
照
会
す
る
と
、

学
芸
員
氏
か
ら
個
人
的
見
解
の
条
件
付
き
で
は
あ
っ
た
が
、
私
同
様
に
水
木
の
作
品
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
引

き
続
き
ご
遺
族
な
ど
の
関
係
者
へ
の
確
認
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
し
て
届
い
た
関
係
者
の
極
め
も
水
木
の
作
品

に
間
違
い
な
い
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
大
正
八
年
第
六
回
日
本
美
術
院
展
出
品
目
録
洋
画
の
部
に

「
狆　

水
木
伸
一
」
の
名
前
を
見
つ
け
た
。
当
初
は
「
狆
」
の
読
み
方
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
と
く
に
気
に
も
留
め
ず

に
放
置
し
て
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
念
の
た
め
「
狆
」
の
読
み
方
を
調
べ
た
と
こ
ろ
「
チ
ン
」
と
読
む
こ
と
が
分
か
り
驚
い

た
。
も
し
か
し
た
ら
手
元
の
「
チ
ン
」
が
同
展
へ
の
出
品
作
の
可
能
性
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
目
録
に
は
絵
の
サ
イ

ズ
や
写
真
掲
載
が
な
い
の
で
同
一
作
品
と
断
定
す
る
術
は
な
い
が
、
私
自
身
は
出
品
作
品
と
確
信
し
て
い
る
。

佐
々
木
征
（
千
葉
県
船
橋
市
）

■ 
水
木
伸
一
《
狆
》

動
物
画
の
名
手
が
描
い
た
チ
ン
（
犬
）

水木伸一（みずき・しんいち／ 1892-1988 年）

愛媛県生れ。太平洋画会研究所に学ぶ。1914
〜 15 年第 1 回〜 2 回二科会展に入選。15 〜
20 年院展洋画部に出品。第 3 回院展で奨励賞。
渡欧。21 年第 9 回光風会展で今村奨励賞。日
本水彩画会会員。88 年没。96 歳。

水木伸一 《狆》

油彩 ・ キャンバス　40.6 × 53.0cm　1919 年頃
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コ
レ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
最
大
の
褒
め
言
葉
で
す
。
し
か
も
浅
井
忠
の
研
究
の
第
一
人
者
か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
く
こ
と

は
過
分
に
御
世
辞
が
含
ま
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
嬉
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
蒐
集
に
は
ず
み
が
つ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
明
治
一
五
年
京
都
に
生
ま
れ
た
小
川
千
甕
は
、
明
治
三
七
年
浅
井
忠
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
聖
護
院
洋
画
研

究
所
に
入
所
し
、安
井
曾
太
郎
、梅
原
龍
三
郎
な
ど
と
交
流
を
深
め
た
。
明
治
四
三
年
東
京
に
移
住
す
る
。
大
正
二
年
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
美
術
を
実
見
す
る
た
め
に
約
一
〇
か
月
間
の
留
学
を
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
柚
木
久
太
、
満
谷
国
四
郎
、
山
本
鼎
、
小
杉
未
醒
、
藤
田
嗣
治
、
安
井
曾
太

郎
と
交
流
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
物
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
を
受
け
な
が
ら
も
日
本
美
術
へ
の
尊
敬
の
念
を
強
く
抱
い

て
帰
国
後
、
日
本
画
家
へ
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
る
。

　

大
正
五
年
当
時
挿
絵
を
描
い
て
い
た
、
川
端
龍
子
、
平
福
百
穂
、
小
川
芋
銭
、
森
田
恒
友
な
ど
と
「
珊
瑚
会
」
を
結
成
。

大
正
一
〇
年
よ
り
院
展
に
出
品
し
、
昭
和
七
年
院
展
を
離
脱
し
、
日
本
南
画
院
に
参
加
し
て
南
画
を
志
向
す
る
よ
う
に
な

る
。
戦
後
は
団
体
に
属
す
る
こ
と
な
く
、
文
人
画
的
な
南
画
を
発
表
し
た
。
晩
年
も
九
〇
歳〔
享
年
〕
で
亡
く
な
る
ま
で
絵

を
描
き
続
け
た
」。（
前
川
公
秀
「
浅
井
忠
と
そ
の
弟
子
た
ち       —

特
集
・
小
川
千
甕—

』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
佐
倉
市
立
美
術

館
よ
り
抜
粋
）　

　

二
〇
一
一
年
九
月
三
日
か
ら
九
月
二
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
そ
の
展
覧
会
の
折
に
、
こ
の
絵
を
同
館
の
前
川
公
秀
館
長

に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
〇
〇
年
前
の
デ
ッ
サ
ン
で
す
が
、
真
剣
な
眼
差
し
の
向
こ
う
に
鬼
気
迫
る
も

の
を
感
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
原  

宏
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

■ 
小
川
千
甕
《
岩
倉
村
》

「
こ
の
作
品
な
ら
い
つ
で
も
寄
託
を
う
け
ま
す
よ
」

小川千甕（おがわ・せんよう ／ 1882-1971 年）

京都生れ。北村敬重の弟子。仏画、日本画を学ぶ。
1904 年聖護院洋画研究所に入門。06 年関西
美術院で浅井忠に師事。13 年渡欧。15 年珊瑚
会を結成。油絵から日本画へ。21年院展に出品。
53 年日展に出品。71 年没。89 歳。

小川千甕 《岩倉村》

鉛筆 ・ 紙　32.0 × 48.0cm　1905 年頃
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明
治
末
の
漁
村
の
日
常
生
活
を
写
し
取
っ
た
絵
で
す
。

　

な
ん
と
も
お
お
ら
か
で
微
笑
ま
し
い
生
活
ぶ
り
で
す
。

　

工
業
製
品
の
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

た
っ
た
一
〇
〇
年
前
の
こ
と
で
す
。
人
間
の
た
く
ま
し
さ
と
豊
か
な
心
は
今
も
失
わ
れ
て
は
い
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
な
ん
で
も
便
利
に
な
っ
た
現
在
が
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か
ど
う
か
。

　

自
然
と
人
間
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
絵
で
す
。

　

自
然
の
猛
威
か
ら
身
を
守
る
大
き
な
堤
防
の
そ
ば
で
日
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
様
子
は
我
々
に
生
き
る

原
点
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
家
族
の
絆
と
い
う
こ
と
が
東
日
本
大
震
災
後
、
急
に
と
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
常
の
生
活
の
中
か
ら
自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ
る
も
の
が
、
本
物
の
強
い
絆
で
す
。
便
利
で
、
も
の
の
有
り
余
る

現
在
で
は
な
か
な
か
絆
は
芽
生
え
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

野
原 

宏
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

■ 
森
田
恒
友
《
風
景
》

豊
か
な
エ
コ
生
活
風
景

森田恒友（もりた・つねとも／ 1881-1933 年）

埼玉県生れ。不同舎に通う。1906 年東京美術
学校西洋画科卒。美術文藝雑誌『方寸』創刊。「パ
ンの会」結成。14 年渡欧。15 年二科会会員。
22 年春陽会創立会員。29 年帝国美術大学主任
教授。33 年没。51 歳。

森田恒友 《風景》

油彩 ・ キャンバス　21.0 × 54.0cm　1912 年
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こ
の
絵
の
発
見
者
・
堀
良
慶
氏
は
、「
板
倉
鼎
の
作
品
を
求
め
て
十
数
年
、
こ
の
絵
と
神
保
町
の
画
廊
で
出
会

い
、
た
と
え
よ
う
も
な
く
嬉
し
く
、
私
に
も
美
の
神
が
宿
っ
た
と
き
で
あ
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
板
倉
鼎
の
妹
の
弘
子
さ
ん
に
会
わ
れ
た
折
に
、
お
兄
さ
ん
の
画
業
顕
彰
に
は
画
集
を
作
る
こ
と
が

一
番
有
効
な
こ
と
を
説
き
、
二
〇
〇
四
年
に
『
板
倉
鼎
そ
の
芸
術
と
生
涯
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
枚
の
絵
の
発
見
か
ら
、
二
度
と
故
郷
の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
、
若
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
死
去
し
た
素
晴
ら

し
い
画
家
の
画
集
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
地
元
松
戸
市
は
も
と
よ
り
千
葉
県
内
外
に

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

慧け
い
が
ん眼
を
も
っ
た
コ
レ
ク
タ
ー
・
堀
良
慶
氏
の
お
か
げ
で
、
実
力
の
あ
る
画
家
の
業
績
に
光
が
あ
た
り
ま
し
た
。

野
原 

宏
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

■ 
板
倉　

鼎
《
黒
い
シ
ョ
ー
ル
の
女
》

夭よ
う
せ
つ折
の
兄
が
残
し
て
く
れ
た
も
の

板倉 鼎（いたくら・かなえ／ 1901-1929 年）

松戸市育ち。堀江正章の教えを受ける。東京
美術学校西洋画科に入学。岡田三郎助と田邊
至に師事。帝展に入選。渡仏。サロン・ドー
トンヌに入選。パリで没。28 歳。

板倉　鼎 《黒いショールの女》

油彩 ・ キャンバス　27.3 × 27.3cm　1924 年



45 44

　

田
中
保
は
埼
玉
県
岩
槻
（
現
在
の
さ
い
た
ま
市
）
に
生
ま
れ
、
一
八
歳
で
単
身
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
働
き
な
が

ら
絵
の
勉
強
を
し
て
一
九
二
〇
年
パ
リ
に
渡
り
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
と
し
て
認
め
ら
れ
、
一
度
も
帰
国
す
る
こ
と

な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
で
官
能
的
な
裸
婦
像
に
よ
っ
て
称
賛
を
浴
び
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
は
フ
ラ
ン
ス
で
見
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
黒
い
大
根
が
主
題
に
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
珍
し
い

静
物
の
良
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
ら
く
画
廊
の
壁
に
張
り
付
い
た
ま
ま
で
し
た
。
私
を
よ
く
知
っ
て
い
る
、

目
利
き
の
Ｋ
氏
の
仲
介
で
生
ま
れ
故
郷
の
埼
玉
に
き
た
も
の
で
す
。

　

黒
い
大
根
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
右
側
の
丸
い
も
の
は
何
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ほ
か
の
絵
の
中
に
も
描
か
れ
て
い
て
陶
器
の
ツ

ボ
で
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

　

見
た
こ
と
も
な
い
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
絵
が
掛
か
っ
て
い
る
と
目
は
ひ
き
ま
す
が
、
質
問
も
多
く
返
答
が

大
変
で
す
。
こ
の
絵
の
黒
い
大
根
の
よ
う
に
見
た
こ
と
も
な
い
、
珍
し
い
も
の
の
話
題
か
ら
話
が
弾
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
絵
な
ど
は
話
題
提
供
と
い
う
面
で
、
野
菜
の
品
種
改
良
を
仕
事
に
し
て
い
る
私
に
は
ず
い
ぶ
ん
と
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。

野
原 

宏
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

■ 
田
中　

保
《
静
物
》

生
涯
二
度
と
故
郷
の
土
を
踏
ま
な
か
っ
た
画
家

田中　保（たなか・やすし／ 1886-1941 年）

埼玉県生れ。1904 年渡米。シアトルのフォッコ・
タダマの画塾で学ぶ。個展で発表。20 〜 41 年
渡仏。パリでエコール・ド・パリの画家と交友。
29年ソシエテ・ナショナル・デ・ボザール会員。「裸
婦のタナカ」と称される。41 年没。54 歳。

田中　保 《静物》

油彩 ・ ボード　46.0 × 33.0cm　1925 年頃
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こ
の
絵
は
京
都
の
星
野
画
廊
か
ら
、
埼
玉
の
野
原
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
里
帰
り
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
譲
っ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

星
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
モ
デ
ル
は
斎
藤
与
里
の
長
女
京
子
さ
ん
で
す
。「
斎
藤
与
里
と
そ
の
時
代
」
展
（
埼
玉
県

立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
〇
年
）
の
資
料
に
は
同
じ
よ
う
な
図
柄
の
絵
が
第
六
回
槐
樹
社
展
出
品
作
と
し
て
写

真
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
三
年
生
ま
れ
の
京
子
さ
ん
一
五
歳
の
肖
像
で
す
。
京
子
さ
ん
の
親
友
が
大
切
に

所
持
し
て
い
た
も
の
で
、
高
齢
に
な
り
ど
な
た
か
大
切
に
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
お
譲
り
し
た
い
と
星
野
画
廊

に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
こ
の
絵
は
槐
樹
社
展
出
品
作
に
斎
藤
与
里
が
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

同
時
代
に
家
族
の
食
事
風
景
を
描
い
た
絵
に
も
京
子
さ
ん
は
、
こ
の
赤
い
ネ
ク
タ
イ
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
絵
を
見
る
た
び
に
マ
チ
ス
が
愛
娘
を
描
い
た
大
原
美
術
館
の
名
作
を
思
い
だ
し
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
画
面
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
香
り
と
同
じ
も
の
を
こ
の
絵
か
ら
も
感
じ
ま
す
。

野
原 

宏
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

■ 
斎
藤
与
里
《
少
女
像
》

里
帰
り
し
た
絵　

画
家
が
愛
娘
を
描
い
た
、
と
っ
て
お
き
の
絵

斎藤与里（さいとう・より／ 1885-1959 年）

埼玉県生れ。聖護院洋画研究所に学ぶ。1906
〜 08 年渡仏。帰国後、後期印象派を紹介。12
年フュウザン会結成。文展で特選。第８回帝展
で特選。春陽会会員。槐樹社創立会員。東光会
創立会員。帝展、日展の審査員。59年没。73歳。

斎藤与里 《少女像》

油彩 ・ キャンバス　60.0 × 45.0cm　1929 年
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大
正
二
年
第
二
回
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
で
の
出
品
作
で
す
。
銀
座
読
売
新
聞
の
会
場
で
七
円
五
〇
銭
の
値
札
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
堀
良
慶
氏
旧
蔵
の
こ
の
絵
に
つ
い
て
故
梅
野
隆
氏
が
藝
林
六
九
号
紙
上
で
言
及
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
堀
さ
ん
の
眞
田
久
吉
の
絵
を
見
て
驚
い
た
。

　

ま
さ
か
眞
田
の
絵
を
私
以
外
の
人
が
蒐
め
て
い
よ
う
と
は
…
…

　

私
は
他
人
が
殆
ど
蒐
め
て
い
な
い
知
ら
れ
ざ
る
画
家
の
名
品
（
迷
品
）
を
持
つ
こ
と
を
誇
り
と
し
、
自
ら
良

し
と
す
る
者
で
す
が
、
堀
さ
ん
が
蒐
め
ら
れ
た
と
い
う
事
実
に
軽
い
ジ
ェ
ラ
シ
ー
を
覚
え
堀
さ
ん
の
慧け
い
が
ん眼
に
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

眞
田
久
吉
は
東
京
美
術
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
て
い
る
。
高
村
光
太
郎
が
眞
田
が
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
参
加
し

た
こ
と
を
〈
今
回
東
京
美
術
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
た
眞
田
君
が
参
加
し
て
花
を
添
え
て
く
れ
た
〉
と
書
い
て

い
る
の
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
佳
品
で
す
」。

　

そ
の
ま
ま
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
描
か
れ
て
か
ら
一
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。

横
山
俊
樹
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

■ 
真
田
久
吉
《
静
物
》

「
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
」

真田久吉（さなだ・ひさきち／ 1884 年 - 不詳）

東京生れ。白馬会に学ぶ。1909 年、東京美術
学校卒。12 年、フュウザン会設立に参加、第 1、
第 2 回展に出品。16 年、斎藤与里、萬鉄五郎
らと日本美術協会を設立。26 年春陽会会友。

真田久吉 《静物》

油彩 ・ 板　33.4 × 24.3cm　1913 年
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山
中
湖
よ
り
見
た
富
士
山
で
あ
る
。
日
本
の
代
表
的
な
風
景
、
ま
さ
に
絶
景
で
あ
る
。
富
士
を
描
い
た
絵
に

良
い
絵
は
無
い
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
中
沢
弘
光
の
作
品
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

　

中
沢
弘
光
は
幼
い
頃
、
両
親
を
亡
く
し
祖
母
の
手
で
育
て
ら
れ
た
。
信
仰
心
の
篤
い
彼
女
の
影
響
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
初
期
の
彼
の
絵
は
、
宗
教
的
な
題
材
を
扱
っ
た
作
品
が
実
に
多
い
。
東
京
美
術
学
校
で
は
、

黒
田
清
輝
に
つ
き
外
光
派
風
の
画
風
を
身
に
付
け
る
。
白
馬
会
で
は
画
壇
の
中
堅
画
家
と
し
て
習
得
し
た
画
風

を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
白
馬
会
が
発
展
的
に
解
散
さ
れ
、
光
風
会
を
創
立
す
る
。
こ

の
絵
は
三
年
後
、
中
沢
弘
光
四
一
歳
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
逆
さ
富
士
を
描
い
た
こ
の
絵
は
、
富
士
山
と
山
中

湖
が
鮮
や
か
な
青
色
で
描
か
れ
て
い
て
、
こ
の
時
期
の
絵
の
特
徴
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ

の
絵
が
描
か
れ
て
か
ら
も
う
す
で
に
一
〇
〇
年
近
く
の
時
間
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
今
見
て
も
少
し

も
古
臭
く
な
い
。
絵
が
生
き
生
き
と
し
て
見
え
る
の
は
、
私
一
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？　

私
は
こ
の
よ
う
な

画
家
が
、
大
自
然
か
ら
学
ん
だ
絵
が
好
き
で
あ
る
。

佐
藤
裕
幸
（
東
京
都
品
川
区
）

■ 
中
沢
弘
光
《
富
士
山
》

日
本
の
原
風
景

中沢弘光（なかざわ・ひろみつ／1874-1964年）

東京生れ。1887 年曾山幸彦、堀江正章に師
事。東京美術学校西洋画科卒。白馬会創立に参
加。文展二、三等賞。1912 年光風会創立会員。
22 年渡欧。24 年白日会創立会員。37 年帝国
芸術院会員。57年文化功労者。64年没。90歳。

中沢弘光 《富士山》

油彩 ・ キャンバス　41.0 × 53.0cm　1915 年
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絵
画
（
特
に
洋
画
）
コ
レ
ク
タ
ー
の
多
く
は
、「
美
術
館
」
に
は
足
は
向
く
が
「
博
物
館
」（
た
と
え
歴
史
画

で
あ
っ
て
も
）
に
は
、
や
や
足
が
遠
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
全
く
別
な
こ
と
だ
が
、「
二
世
」
と
聞
く

と
、「
何
だ
〈
二
世
〉
か
」
と
や
や
軽
ん
ず
る
風
潮
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
は
何
を
隠
そ
う
、
か
く

言
う
私
自
身
が
そ
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

更
に
宮
廷
画
家
と
聞
く
と
こ
れ
ま
た
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
近
年
相
次
い
で
、
次
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

１
「
二
世
五
姓
田
芳
柳
と
近
代
洋
画
の
系
譜
」（
二
〇
〇
六
年
）
明
治
神
宮
（
岡
部
昌
幸
氏
監
修
）

　

２
「 

五
姓
田
の
す
べ
て —

—
 

近
代
洋
画
へ
の
架
け
橋
」（
二
〇
〇
八
年
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
お
よ
び

岡
山
県
立
美
術
館

　

と
こ
ろ
で
、
毎
月
、
販
売
カ
タ
ロ
グ
を
送
っ
て
来
る
Ｊ
美
術
、
そ
こ
は
茶
道
具
中
心
で
関
心
が
無
か
っ
た
が
、

そ
の
末
尾
に
こ
れ
が
載
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
遠
路
を
い
と
わ
ず
訪
問
。
一
目
見
て
、
即
、
購
入
。
保
存
状

態
も
大
変
良
い
絵
で
あ
っ
た
。

　

二
世
五
姓
田
芳
柳
は
、
宮
内
省
か
ら
の
制
作
依
頼
を
受
け
、
天
皇
の
事
蹟
画
を
数
多
く
制
作
し
た
と
さ
れ
、

こ
れ
は
そ
の
関
連
の
絵
か
。

　

ま
た
小
生
の
収
集
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
明
治
、
大
正
期
の
絵
画
」、
更
に
は
「
日
本
の
水
彩
画
の
あ
け
ぼ
の
」

に
も
つ
な
が
り
が
あ
り
そ
う
で
今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

■ 
二
世 

五
姓
田
芳
柳
《
新
羅
征
伐
の
吉
凶
を
ト
す
》

宮
廷
画
家
の
絵
が
マ
ク
リ
状
態
で
茶
道
具
店
で
格
安
に
！

二世 五姓田芳柳（にせい ごせだ・ほうりゅう／ 1864-1943 年）

茨城県生れ。五姓田義松に師事。ワーグマンに
師事。1880 年工部美術学校でサン・ジョバン
ニに師事。内国勧業博覧会に出品。89 年明治
美術会の創立に参加。1902 年巴会会員。10
年渡欧。東京で没。78 歳。

二世 五姓田芳柳 《新羅征伐の吉凶をトす》

水彩 ・ 絹　28.0 × 38.0cm　1910 年頃



55 54

　

渡
辺
與
平
（
旧
姓
・
宮
崎
與
平
）
は
そ
の
短
命
さ
故
に
、
正
当
な
評
価
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
忘
れ
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
現
在
、彼
の
名
は
、洋
画
家
と
し
て
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、わ
ず
か
に
コ
マ
絵
（
挿
し
絵
）
画
家
と
し
て
、

知
る
人
ぞ
知
る
と
い
う
程
度
で
、
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

彼
は
郷
里
、
長
崎
を
出
て
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
に
学
び
、
そ
の
後
上
京
。
文
展
に
も
入
選
を
は
た
す
。

　

一
方
、
一
九
〇
七
年
頃
（
一
八
歳
）
か
ら
少
し
ず
つ
体
調
を
崩
し
、
一
九
一
二
年
、
結
核
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
彼
の
制
作
期
間
は
非
常
に
短
い
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
亡
く
な
っ
た
年
の
遺
作
展
に
は
九
八
点
が
集
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
近
年

（
二
〇
〇
八
年
）、
長
崎
県
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
渡
辺
与
平
展
」、
担
当
の
学
芸
員
氏
が
手
を
つ
く
し
て
集
め

て
も
、
は
る
か
に
少
な
い
点
数
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
作
品
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
作
品
は
近
年
さ
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
も
の
。
前
記
の
よ
う
に
殆
ど
忘
れ
去
ら

れ
て
お
り
、
競
争
者
は
少
な
い
と
思
っ
て
臨
ん
だ
ら
、
あ
に
図
ら
ん
や
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
本
番
で
は
、
い
き
な

り
一
〇
本
近
い
パ
ド
ル
（
番
号
札
）
が
上
り
小
生
も
び
っ
く
り
！　

値
も
上
っ
た
が
、
競
合
者
を
振
り
落
と
し
、

無
事
落
札
に
成
功
！

　

こ
の
絵
の
裏
面
に
は
、「
明
治
四
五
年
（
亡
く
な
っ
た
年
）
渡
辺
與
平
」
の
紙
片
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

■ 
渡
辺
與
平
《
静
物
》

二
二
歳
の
若
さ
で
夭よ
う
せ
つ折
。
…
…
そ
の
貴
重
な
絵
を
競
り
落
と
す
。

渡辺與平（わたなべ・よへい／ 1889-1912 年）

長崎県生れ。京都市立美術工芸学校卒。1904
年室町画塾で鹿子木孟郎に師事。06 年中村不
折に学ぶ。08 年文展に初入選。10 年文展で
三等賞。挿絵画、日本画も描く。『ヨヘイ画集』
を出版。12 年没。22 歳。

渡辺與平 《静物》

油彩 ・ 板　24.3 × 33.4cm　1912 年
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後
藤
工
志
は
三
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
せ
い
か
、
作
品
の
数
が
少
な
く
、
か
つ
、
世
の
中
に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。

　

日
本
の
各
地
で
時
折
、
開
催
さ
れ
る
「
日
本
の
水
彩
画
展
」
と
題
す
る
展
覧
会
に
は
、
後
藤
工
志
は
必
ず
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
出
品
（
展
示
）
さ
れ
る
作
品
と
し
て
は
、《
相
州
真
鶴
附
近
風

景
》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
）
が
、
こ
れ
ま
た
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

取
り
も
な
お
さ
ず
後
藤
の
作
品
数
、
美
術
館
所
蔵
数
が
少
な
い
せ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

私
も
今
ま
で
画
廊
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

こ
の
絵
は
、
月
一
回
程
度
、
通
信
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
を
出
し
て
い
る
、
神
田
神
保
町
の
Ｈ
堂
の
カ
タ
ロ
グ
に
、

ひ
ょ
っ
こ
り
載
っ
て
い
た
も
の
で
、
か
な
り
の
価
格
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
考
え
、
思
い
切
っ
て

購
入
し
た
も
の
。

　
『
近
代
の
美
術
58　

日
本
の
水
彩
画
』（
匠
秀
夫
編
集
、
至
文
堂
）
に
は
後
藤
工
志
の
作
品
と
し
て
は
、《
小
雨

降
る
山
村
》（
一
九
二
三
年
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
図
柄
は
だ
い
ぶ
違
う
が
雰

囲
気
は
そ
っ
く
り
！

　

こ
の
よ
う
な
良
い
作
品
が
入
手
出
来
た
こ
と
は
、
大
変
幸
せ
！

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

■ 
後
藤
工
志
《
甲
州
風
景
》

入
手
し
難
い
夭よ
う
せ
つ折
の
水
彩
画
家
の
作
品
が
通
販
カ
タ
ロ
グ
に
！

後藤工志（ごとう・こうし／ 1893-1929 年）

東京生れ。日本水彩画会研究所で大下藤次郎ら
に学ぶ。太平洋画会展、文展に入選。1913 年
日本水彩画会の結成に参加。光風会に出品、今
村奨励賞、光風会会員。帝展で特選。29 年没。
36 歳。

後藤工志 《甲州風景》

水彩 ・ 紙　43.0 × 58.6cm　1923 年頃
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そ
う
遠
い
昔
で
は
な
い
。
今
か
ら
数
年
前
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
下
見
会
で
出
合
っ
た
も
の
！

　

当
日
は
、
出
品
点
数
が
多
く
、
下
見
会
は
い
つ
も
の
会
場
に
並
べ
切
れ
な
く
て
、
同
じ
ビ
ル
の
別
の
階
の
貸

会
議
室
を
借
り
て
、そ
ち
ら
に
、イ
ン
テ
リ
ア
版
画
と
一
緒
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
。
そ
の
中
に
「
作
者
不
詳
」

と
し
て
何
点
か
の
セ
ッ
ト
の
中
に
あ
る
の
を
偶
然
発
見
！　

翌
日
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
無
事
超
安
価
で
競
り
落

と
す
こ
と
に
成
功
。

　

と
こ
ろ
で
、『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
の
水
彩
画
特
集
号
の
中
に
同
じ
構
図
（
右
と
左
と
の
違
い
は
あ
る
が
）
の
絵

が
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
と
し
て
載
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
お
ま
け
に
、
こ
れ
が
表
紙
に
ま
で
な
っ
て

い
る
。
そ
の
上
、
寸
法
も
全
く
同
じ
サ
イ
ズ
。

　

晩
霞
の
水
彩
画
は
初
期
の
細
密
な
描
写
も
な
か
な
か
良
い
が
、
こ
の
絵
の
よ
う
な
雄
大
で
臨
場
感
あ
ふ
れ
た

描
写
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。　

　

先
年
、
晩
霞
の
出
身
地
、
長
野
県
東と
う
み御
市
立
丸
山
晩
霞
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
「
丸
山
晩
霞
水
彩
画
秀
作
展
」

に
出
品
を
要
請
さ
れ
、
現
在
は
同
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

　

教
訓
…
…
「
作
者
不
詳
」
こ
そ
名
作
を
超
安
値
で
入
手
出
来
る
金
鉱
脈
！

松
尾
陽
作
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

■ 
丸
山
晩
霞
《
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
石
楠
花
》

代
表
作
《
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
石
楠
花
》
が
「
作
者
不
詳
」
で
！

丸山晩霞（まるやま・ばんか／ 1867-1942 年）

長野県生れ。彰技堂に学ぶ。1890 年内国勧業
博覧会に出品。98 年明治美術会記念展に出品。
99 〜 1901 年渡米欧。01 年太平洋画会創立
会員。07 年日本水彩画研究所を設立。13 年日
本水彩画会創立評議員。長崎で没。74 歳。

丸山晩霞 《ヒマラヤと石楠花》

水彩 ・ 紙　32.8 × 51.0cm　1924 年

『アサヒグラフ別冊　美術特集　日本編 57　近代

日本の水彩画』 表紙 （朝日新聞社刊）

丸山晩霞 《ヒマラヤと石楠花》 （部分） 1924 年


